咲洲庁舎の安全性と防災拠点のあり方等に関する専門家会議設置要綱
（設置）
第１条　平成２３年５月１３日に公表した「咲洲庁舎の安全性等についての検証結果」の内容を精査し、検討を深めるとともに、防災拠点のあり方等について専門家から助言を受けるため、「咲洲庁舎の安全性と防災拠点のあり方等に関する専門家会議」（以下「専門家会議」という。）を設置する。
（所掌事務）
第２条　専門家会議は、次に掲げる事項について意見を述べる。
（１）咲洲庁舎の安全性等
（２）大手前の庁舎の耐震性能等
（３）防災拠点のあり方
（４）咲洲及び大手前の防災機能に関する事項
（組織）
第３条　専門家会議は、別表に掲げる地震動、建築構造、津波、液状化、防災等に関して学識経験を有する委員をもって組織する。
２　委員の任期は、平成２４年３月３１日までとする。
３　専門家会議に座長を置き、委員の互選によりこれを定める。
４　座長は、会務を総理する。
（会議）
第４条　専門家会議は、府の求めに応じ、座長が招集し、主宰する。
２　専門家会議は、公開とする。
（庶務）
第５条　専門家会議の庶務は、総務部大手前・森之宮まちづくり課及び政策企画部危機管理室において行う。
（その他）
第６条　この要綱に定めるもののほか、専門家会議の運営に関し必要な事項は、座長が定める。
（附則）
この要綱は、平成２３年６月２４日から施行する。
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